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職
が
、
栄
養
・
運
動
・
口
腔

機
能
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談

等
を
実
施
し
、
早
期
の
受
診

に
つ
な
げ
て
医
療
・
介
護
費

用
の
抑
制
を
図
る
。
通
い
の

場
に
来
な
い
者
な
ど
に
は
訪

問
相
談
を
行
う
。

　

保
健
事
業
と
介
護
予
防
が

切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
こ

と
は
望
ま
し
い
が
、
要
と
さ

れ
る
自
治
体
等
で
の
保
健
師

配
置
は
、
都
道
府
県
で
4
倍

近
く
の
格
差
が
見
ら
れ
、
専

門
職
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
の
医
療
保
険
料

で
賄
う
と
し
て
お
り
、
10
月

予
定
の
保
険
料
軽
減
特
例
の

廃
止
に
続
き
、
さ
ら
な
る
保

険
料
負
担
増
と
な
る
。

外
国
居
住
家
族
は
健

康
保
険
適
用
外

　

健
康
保
険（
健
保
組
合
等
）

が
適
用
さ
れ
る
被
扶
養
者
に

つ
い
て
、
日
本
に
住
所
を
持

つ
者
に
限
定
す
る
。
例
え
ば
、

夫
が
日
本
に
働
き
に
来
て
、

妻
や
子
供
が
外
国
に
い
て
病

気
に
な
っ
た
場
合
に
、
現
地

や
日
本
で
医
療
を
受
け
た
際

に
、
日
本
の
健
康
保
険
が
適

用
さ
れ
た
が
、
改
正
後
は
、

海
外
に
住
む
家
族
は
原
則
健

康
保
険
が
使
え
な
く
な
る
。

　

日
本
人
と
同
様
に
保
険
料

を
払
う
が
給
付
条
件
に
差
を

設
け
る
こ
と
に
外
国
人
差
別

と
の
声
が
出
て
い
る
。
外
国

に
残
し
た
家
族
に
よ
る
日
本

の
健
康
保
険
の
利
用
が
著
し

く
多
い
、
不
正
利
用
が
見
ら

れ
る
な
ど
の
デ
ー
タ
を
国
は

示
し
て
お
ら
ず
、
客
観
的
デ

ー
タ
に
基
づ
く
慎
重
な
議
論

が
求
め
ら
れ
る
。

分
析
・
提
供
（
有
償
も
含
め
）

す
る
と
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
業
務

運
営
を
効
率
化
す
る
。
支
払

基
金
・
国
が
定
め
た
計
画
で

は
、
9
割
の
レ
セ
プ
ト
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
み

で
終
了
さ
せ
、
審
査
委
員
に

よ
る
審
査
は
1
％
以
下
に
留

め
る
方
針
で
あ
る
。

　

機
構
再
編
に
関
わ
り
、
支

払
基
金
に
お
い
て
、
都
道
府

県
の
支
部
長
が
担
う
権
限
を

本
部
に
集
約
す
る
と
と
も

に
、
都
道
府
県
の
審
査
委
員

会
を
支
部
か
ら
本
部
の
下
に

設
置
し
直
す
（
設
置
場
所
は

47
都
道
府
県
）。職
員
が
レ
セ

プ
ト
内
容
が
算
定
告
示
・
通

知
等
に
合
致
す
る
か
ど
う
か

を
点
検
す
る
業
務
に
つ
い

て
、
47
都
道
府
県
か
ら
当
面

10
カ
所
程
度
に
集
約
を
進
め

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
支
部
集

約
化
で
2
割
の
人
員
を
削
減

す
る
。

　

さ
ら
に
、
支
払
基
金
の
財

政
基
盤
で
あ
る
保
険
者
か
ら

受
け
取
る
審
査
手
数
料
に
つ

い
て
、
従
前
の
レ
セ
プ
ト
枚

数
に
加
え
、
審
査
内
容
等
を

勘
案
し
た
設
定
と
す
る
。
厚

労
省
は
、
査
定
が
多
い
レ
セ

プ
ト
の
審
査
手
数
料
を
上
げ

る
、
い
わ
ゆ
る
歩
合
制
契
約

に
つ
い
て
「（
契
約
さ
れ
な

い
）
担
保
は
な
い
」
と
し
て

い
る
。

　

患
者
の
個
別
性
が
考
慮
さ

れ
な
い
機
械
的
審
査
の
拡
大

と
と
も
に
、
保
険
者
の
意
向

に
応
じ
た
査
定
が
強
め
ら
れ

る
事
態
が
危
惧
さ
れ
る
。

医
療
等
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
民
間
開
放

　

国
が
保
有
す
る
医
療
と
介

護
の
レ
セ
プ
ト
を
連
結
し
た

上
で
、
デ
ー
タ
提
供
先
と
し

て
、
従
来
の
自
治
体
・
研
究

者
に
加
え
、
民
間
事
業
者
の

利
用
を
解
禁
す
る
。
引
き
続

き
、「
公
益
性
」
を
持
つ
利
用

に
限
定
し
、
申
請
内
容
の
適

否
は
国
の
審
議
会
で
個
別
に

判
断
す
る
と
し
て
い
る
。

　

利
用
者
が
少
な
い
介
護
デ

ー
タ
の
結
合
に
伴
う
個
人
の

特
定
化
や
利
用
主
体
の
拡
大

に
伴
う
情
報
漏
洩
リ
ス
ク
増

大
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
保

健
向
上
・
健
康
増
進
な
ど
を

理
由
に
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

の
育
成
・
強
化
を
図
る
と
い

っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
主
導
の
運
用

が
さ
れ
な
い
よ
う
注
視
が
必

要
だ
。

高
齢
者
の
保
健
と
介

護
予
防
を
一
体
実
施

　

高
齢
者
に
関
し
て
、
医
療

保
険
（
国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
で
行
う
生
活
習

慣
病
対
策
や
健
診
と
い
っ
た

保
健
事
業
と
、
介
護
保
険
で

行
う
健
康
体
操
な
ど
の
介
護

予
防
事
業
に
つ
い
て
、
市
町

村
を
主
体
に
一
体
的
に
実
施

す
る
運
用
と
す
る
。
2
0
2

0
年
度
以
降
の
本
格
展
開
を

見
込
む
。
具
体
的
に
は
、
公

民
館
な
ど
で
体
操
等
を
行
う

「
通
い
の
場
」へ
の
高
齢
者
の

参
加
を
増
や
し
つ
つ
、
併
せ

て
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
や

歯
科
衛
生
士
な
ど
医
療
専
門

　

厚
労
省
は
2
月
15
日
、
健
康
保
険
法
や
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
法
な
ど
16
本
の
改
正
法
案
で
構
成
す
る
医

療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
、

審
査
支
払
機
関
改
革
な
ど
医
療
機
関
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
徹
底
し
た
審
議
が
必
要
だ
。

医
療
費
の
抑
制
へ

　

法
案
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
導
入
、
審
査
支
払

機
関
改
革
、
医
療
と
介
護
デ

ー
タ
の
連
結
分
析
、
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
な
ど
7
項
目
か
ら
な
る
。

厚
労
省
保
険
局
長
は
、「
骨
太

の
方
針
2
0
1
8
」
等
に
盛

り
込
ま
れ
た
「
給
付
と
負
担

の
見
直
し
の
議
論
に
向
け
て

（
医
療
保
険
）制
度
の
効
率
化

を
進
め
る
」
こ
と
が
必
要
と

し
、「
今
回
の
法
改
正
は
そ
の

土
台
作
り
」
と
の
認
識
を
示

し
て
い
る
。

　

審
査
支
払
機
関
改
革
、
医

療
等
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
利
活

用
や
予
防･

健
康
づ
く
り
推

進
な
ど
を
通
じ
て
、
医
療
・

介
護
費
用
の
地
域
差
を
低
い

水
準
へ
と
地
な
ら
し
を
図
る

狙
い
だ
。 

　

し
か
し
、
医
療
費
等
の
地

域
差
は
、
患
者
構
成
、
気
候

・
地
勢
、
風
土
や
提
供
体
制

・
産
業
構
造
な
ど
を
は
じ
め
、

多
様
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
た
結
果
と
し
て
存
在
し

て
お
り
、
一
概
に
問
題
視
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

医
療
現
場
に
番
号
カ

ー
ド
持
込

　

患
者
の
受
診
時
な
ど
に
、

医
療
機
関
が
保
険
証
の
資
格

切
れ
の
有
無
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
確
認
で
き
る
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
を
導
入
す
る

（
対
応
す
る
か
ど
う
か
は
医

療
機
関
の
任
意
）。審
査
支
払

機
関
（
支
払
基
金
、
国
保
中

央
会
）
が
、
個
々
の
患
者
に

つ
い
て
窓
口
負
担
割
合
や
資

格
取
得
日
等
の
情
報
を
履
歴

管
理
す
る
こ
と
で
可
能
と
す

る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

2
0
2
1
年
3
月
頃
か
ら
、

保
険
証
は
同
年
5
月
頃
か

ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

を
開
始
す
る
。
消
費
税
10
％

に
伴
う
増
収
分
を
使
い
、「
医

療
情
報
化
支
援
基
金
」
を
創

設
し
、
医
療
機
関
で
の
導
入

経
費
を
補
助
す
る
。

　

患
者
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
か
保
険
証
の
い
ず
れ

か
で
受
診
す
る
形
と
な
る
。

医
療
機
関
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
持
ち
込
ま
れ
れ
ば
、

院
内
で
カ
ー
ド
紛
失
や
番
号

漏
洩
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
。　

　

保
険
証
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
が
可
能
と
な
る
以

上
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
う
必
要
性
は
な
い
。
医

療
を
利
用
し
て
番
号
カ
ー
ド

普
及
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

番
号
カ
ー
ド
で
の
資
格
確
認

は
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
。

保
険
者
機
能
を
強
化　

　

審
査
支
払
機
関
の
「
機
能

の
強
化
」
と
し
て
、
業
務
・

機
構
再
編
を
行
う
。

　

審
査
支
払
機
関
の
業
務
と

し
て
、
審
査
・
支
払
に
加
え
、

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
分
析
等
を

追
加
す
る
。
支
払
基
金
で
は
、

保
有
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て

保
険
者
等
の
求
め
に
応
じ
て

オンライン資格確認導入オンライン資格確認導入

審査支払機関改革へ審査支払機関改革へ

医
療
保
険
関
連
法
案
の
徹
底
審
議
を

医
療
保
険
関
連
法
案
の
徹
底
審
議
を

マイナンバーカードを使ったオンライン資格確認の
導入等 法律公布日から2年以内

オンライン資格確認や電子カルテ等の普及のための
「医療情報化支援基金」の創設 2019年10月1日施行

審査支払機関の機能の強化
・データ分析業務の追加。支部長の権限を本部に集
約、都道府県の審査委員会は本部の下に設置。

・レセプト事務点検を全国10カ所程度に集約、手数
料の階層化。

20年10月1日施行ほか

医療保険等と介護保険のレセプトなどの連結解析等 19年10月1日施行ほか
高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施等 20年4月1日施行
被扶養者等の要件の見直し(国内居住を原則とする)
国保の資格管理の適正化(市町村の調査権限の強化)

20年4月1日施行
法律公布日

国保と健保の間における保険料の二重払い解消 法律公布日

医療保険制度改革関連法案の概要について 

※「医療保険制度の適切かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部を改正する法律案の概要」より修正作成


